
朝日町

人 物
　橘守部は、江

え ど

戸時代の国学者です。国学とは、古事記や万葉集などの古典を研
究することにより、日本固有の生活や精神を理解しようとする学問で、その代表と

して松
まつさか

阪の本
もと

居
おり

宣
のり

長
なが

【→P38】がよく知られています。守部は、
1781（天

てんめい

明元
がん

）年小
お

向
ぶけ

に生まれました。守部の父飯
いい

田
だ

長
ちょう

十
じゅう

郎
ろう

元
もと

親
ちか

は、亀
かめ

崎
さき

（川越町）や金
かな

井
い

（桑名市）などの村々を管理する大
おお

庄
しょう

屋
や

格
かく

で、津の国学者、谷
たに

川
がわ

士
こと

清
すが

【→P35】の門
もんじん

人であったとい
われています。
　守部が17歳のとき、一家離

り

散
さん

のため江戸に移り、20歳を過
ぎてから学問を志

こころざ

すという、当時としては晩
ばん

学
がく

でした。その後、
武
むさしの

蔵国
くに

幸
さっ

手
て

（現在の埼玉県幸手市）に移って学問に励
はげ

み、49歳
のとき再び江戸に戻りました。当時の国学界は本居宣長が主流で
あったのに対し、守部は宣長の学説を批判し、神話の解

かい

釈
しゃく

や古
典の研究に独自の学説を展開しました。また、守部は多数の著作
を残し、多くの門人の指導にあたりました。その業績が認められ、
天
てん

保
ぽう

の国
こく

学
がく

四
よん

大
たい

家
か

に数えられています。 
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❶国学者　橘守部　　
❷縄生廃寺
❸萬古焼中興の祖～森有節～

国学者　 橘
たちばな

守
も り

部
べ

▪三重県出身の他の国学者についても調べてみましょう。

橘守部（群馬県立文書館所蔵 吉田允俊家文書提供）

【→Ｐ110＊3】
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朝日町

伝統工芸

朝日町

史 跡
　縄生廃寺は、江

え ど

戸時代から「金
こん

光
こう

寺
じ

跡
あと

」として知られ、戦前には土取りの際に瓦
かわら

片
へん

が多量に出土したと伝えられています。
　1986（昭和61）年9月から翌年3月に行われた発

はっ

掘
くつ

調査で出土した軒
のき

丸
まる

瓦
がわら

などから、7世紀末から8
世紀初頭に造

ぞう

営
えい

された奈良時代の古代寺院であることが確認されました。
　塔

とう

は東西10メートル、南北10.2メートルの基
き

壇
だん

（建物の台の部分）上に建てられ、基壇部分は地面を
削
けず

りだし、瓦を積んだ「瓦
かわら

積
づみ

基壇」とよばれる建築方法が施
ほどこ

されていました。
心
しん

柱
ばしら

が建てられた心
しん

礎
そ

は、基壇の上面から1.5mほど掘り下げて置かれる「地
下式心礎」となっていました。また、出土した3種類の軒丸瓦のうち、奈良
県の山

やま

田
だ

寺
でら

や川
かわ

原
はら

寺
でら

の軒丸瓦によく似たものがあり、創
そうけん

建時期の判断の決
め手となりました。心礎の中心に開け
られた舎

しゃ

利
り

孔
こう

（小さな穴）から、唐
とう

三
さん

彩
さい

椀
わん

をともなう舎利容器（釈
しゃ

迦
か

の骨と
いわれる「舎利」をおさめるもの）が発
見され、日本で最も古い例の一つとし
て1989（平成元）年に国の重要文化
財に指定されました。 

　紫
し

泥
でい

の急
きゅう

須
す

や土
ど

鍋
なべ

など、萬古焼は、四日市市の地
じ ば

場産業として有名です。その
発
はっ

祥
しょう

は、桑名の豪
ごう

商
しょう

沼
ぬ

波
なみ

弄
ろう

山
ざん

が江
え ど

戸時代の元
げん

文
ぶん

年間（1736～1740）に朝日町の
小
お

向
ぶけ

に窯
かま

を開いたことにさかのぼります。弄山の没
ぼつ

後
ご

、萬古焼は一時途
と

絶
だ

えましたが、桑名の田
た

町
まち

に生ま
れた森有節が、弟千

せん

秋
しゅう

とともに小向の名
めん

谷
たに

に窯を開き、1832（天
てんぽう

保3）年、萬古焼を再
さいこう

興しました。
　有節は、急須や土鍋などの成形に特

とくしゅ

殊な木型を使用し、量産を可能としました。急須の内部には龍
りゅう

が
浮き出るように木型にその文様を刻みました。
また、鮮

あざ

やかな桜色の釉
ゆう

薬
やく

の
開発にも日本で初めて成功し、
世の喝

かっ

采
さい

を浴びました。これ
らの業績により、有節のつく
り出した萬古は「有節萬古」と
呼ばれ、「萬古焼中興の祖」と
して、その名は現在でも語り
継
つ

がれています。【→P14】

縄
な

生
お

廃
は い

寺
じ

萬
ば ん

古
こ

焼
や き

中
ちゅう

興
こ う

の祖
そ

～森
も り

有
ゆ う

節
せ つ

～

唐三彩の容器と出土した瓦 （朝日町教育委員会提供）

森有節（朝日町歴史博物館寄託資料） 有節作の酒器（朝日町教育委員会提供）

▪あなたの住んでいる地域に残っている遺
い

跡
せき

について調べてみましょう。

▪萬古焼のように、現代も技術が受け継がれている伝統工芸品について調べてみましょう。
【→Ｐ110＊3】

【→Ｐ110＊3】
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